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能登半島地震の家屋倒壊の状況とその課題
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損保ジャパンの紹介
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１．SOMPOグループの概要

国内損害保険
事業

損保ジャパン

海外保険
事業

SOMPO 
International

国内生命保険
事業

SOMPO
ひまわり生命

介護・シニア
事業

SOMPOケア

デジタル
事業

SOMPO Light 
Vortex

「安心・安全・健康のテーマパーク」により、あらゆる人が
自分らしい人生を健康で豊かに楽しむことのできる社会を実現する。

ＳＯＭＰＯの
パーパス

修正連結利益※

1,522億円

社員数

74,654名

展開地域

27か国・地域

正味収入保険料※

※2023年3月末時点
4兆6,071億円



■損保ジャパンの原点

損害保険

ＳＤＧｓの
理念との親和性

社会課題
（困りごと）の解決

■ 1888年東京火災創業（創業から135年）
■ 江戸の火消しの心意気が創業精神（お客さまを守る／街の課題を解決する）
■ 東京火災消防組は国から正式認可された唯一の私設消防組

金閣寺に現存する
「鳶口マーク」

（現在取り外して保管中）

鳶口（とびぐち）
延焼を防ぐために家屋を壊す道具 東京火災の社章

火消しの様子



■損保ジャパンの強み

130年の歴史を通じた
信頼と責任

130年の歴史を通じた
信頼と責任

リスクの専門家としての
課題解決力

リスクの専門家としての
課題解決力

事業・人材・
ネットワークの多様性

事業・人材・
ネットワークの多様性

地域社会・コミュニティの課題に対する役割発揮
“Do Your Part!”

顧客

代理店

NPO
NGO

教育
機関

企業

地域
自治体

課題解決への貢献

気候変動

超高齢社会

生物多様性損失

子どもの
交通事故

大規模災害
少子化

労働人口減少

健康・福祉

人権問題

様々な社会的課題様々な社会的課題

エネルギー問題

不平等・格差

教育機会

防災減災

脱炭素

地域コミュニティ

ジェンダーギャップ

LGBTQ+理解

貧困

障害理解



事故受付の状況
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弊社の令和６年能登半島地震受付・完了件数

日付 受付件数 完了件数 完了率

3/11 25,750件 20,186件 78.4%

3/16 26,585件 21,334件 80.2%

3/23 27,408件 22,369件 81.6%

3/30 28,250件 24,023件 85.0%

4/6 28,892件 25,053件 86.7%

4/13 29,648件 26,047件 87.9%

4/20 30,416件 27,044件 88.9%

4/29 30,953件 28,102件 90.8%

5/6 31,283件 28,662件 91.6%

5/11 31,753件 29,378件 92.5%

5/18 32,226件 29,952件 92.9%

5/25 32,709件 30,611件 93.6%

5/31 33,080件 31,277件 94.5%

6/8 33,522件 31,724件 94.6%

6/15 33,867件 32,238件 95.2%
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（参考）近年発生した自然災害と当社の事故受付件数



災害対策本部の立ち上げと推移
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災害対策本部の立ち上げと支払業務の推移

●1月1日
・16時10分地震発生
・即時危機対策本部を設置、16時45分に対策会議を実施。
（当日の対応）
・現地の保険金支払部門・営業全員の安否確認完了
・現地システム関連のネットワークに影響が無い事の確認
・店舗などの被害状況・業務継続確認
・代理店・お客様の被害状況確認開始
・災害対策本部立ち上げ準備開始（職員応援・鑑定人手配・現地入りルート・インフラ整備など）
・2022年の福島県沖地震と同様の請求率とした場合、5万件程度の事故受付を想定
・OHP変更（お見舞い・事故連絡先表示） など

●1月3日（営業開始前日）
・4日より現地に加えて、大阪・東京でのバックオフィス開設準備
・現地災害対策本部への応援要員現地入り
・対策本部インフラ準備完了

＊参考 損保協会の対応
今後の災害に係る損保業界の対応について、中規模差異が特別措置を適用し、「継続契約の手続き」、
および「保険料の旗鋳込み」の猶予期間設定（災害発生日等の６か月後の月末）を発出。
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●１月４日（新年営業開始日）
・金沢・新潟・富山・福井で災害対策本部立ち上げ
・大阪・東京でバックオフイス開設
・９時時点の事故受付 １，４８７件（火災１，４５２件、自動車３５件）
・１７時までに累計３，２１５件の事故報告受け（火災３，１０８件、自動車１０７件）

●１月７日
・累計事故受付５，２８３件
・約１割の実地調査アポイント完了

●１月１０日
・累計事故受付７，７３７件（当日７１７件）

＊参考 損保協会における特別措置の対応について、「中規模災害特別措置」から「大規模災害特別措置」
に移行

●１月１５日
・累計事故受付９，９４６件
（参考：新潟２，５６０件、石川４，４３４件、富山２，９５２件）

・約５割の実地調査アポイント完了
・約２割での実地調査完了



（参考）災害対策本部について
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保険金支払いまでの流れは下記の通りとなります。
大規模災害において、現在では災害調査において、アプリなどのデジタルツールも積極的に活用しています。

保険金支払いまでの流れ（大規模災害時）



地震保険の支払いについて
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地震保険とは

地震（地震火災含む）・噴火・津波は地震保険の対象です。火災保険では免責となります。
◆地震保険は、実損支払いではなく、定額支払いです。保険始期によって認定区分が異なります。
2016年12月31日以前保険始期契約は全損（100%）/半損（50%）/一部損（5%）の３区分になります。
2017年 1月 1日以降保険始期契約は全損（100％）/大半損（60％）/小半損（30％）/一部損（5％）の
４区分になります。

地震・噴火・津波による損害

地震保険 地震・噴火・津波

支払対象と
なる損害
（例）

■地震で建物が倒壊したり、屋根・柱・外壁・基礎などの主要構造部に大きな損害が生じた。
■地震による火災で、建物が全焼した。
■噴火による噴石や火砕流で、屋根・柱・外壁などの主要構造部に大きな損害が生じた。
■津波により建物が流出した。

支払要件に
該当しない
損害（例）

■地震で塀やカーポートの倒壊など、主要構造部以外のみに損害が生じた。
■噴火による粉塵で、建物が汚損した。

地震保険で支払われる保険金

※地震・噴火・津波は火災保険の対象外ですが、地震による火災で半焼以上となった場合は、地震火災費用保険金が支払われます。

※１ 上記基準の他、焼失・流出した床面積の割合による判定基準も定められています。
※２ 「主要構造部」とは、建物構造耐力上の主要な部分をいい、建物構造によって異なりますが、木造建物（在来工法）では、

「屋根」「柱」「外壁」「基礎」を主要構造部としています。

２

損害程度
建物の損害割合
（主要構造部の
損害割合）

家財の損害割合 お支払いする保険金

全損 50%以上 80%以上 地震保険金額の １００％

半損 20%以上50%未満 30%以上80%未満 地震保険金額の ５０％

一部損 3%以上20%未満 10%以上30%未満 地震保険金額の ５％

損害程度
建物の損害割合
（主要構造部の
損害割合）

家財の損害割合 お支払いする保険金

全損 50%以上 80%以上 地震保険金額の １００％

大半損 40%以上50%未満 60%以上80%未満 地震保険金額の ６０％

小半損 20%以上40%未満 30%以上60%未満 地震保険金額の ３０％

一部損 3%以上20%未満 10%以上30%未満 地震保険金額の ５％

２０１６年１２月３１日以前保険始期 ２０１７年１月１日以降保険始期
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【参考】地震保険の損害認定

■地震保険の損害認定区分

地震保険の損害認定は損害状況に応じて、下記の４つの区分に沿って支払保険金が認定されます。



課題
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●交通インフラ遮断により応援要員現地入りが困難であった

●一部で電波状態が悪く、職員間の携帯電話連絡に困難が生じる場面があった（社内ネットワークに問題なし）

●耐震構造の遅れによる家屋倒壊が多かった

●感染症対策

●余震が続くなかでの社員の安全確保を行いながらの支払業務

●デジタル化は進んでいるものの、地震保険は全件の現地調査が必要で多くの人員確保が必要

苦労した点

順調に推移した点

●日頃の体制整備により営業初日に災害対策本部が設置できた

●欠損なくほぼ全ての受電対応（事故受付）が行えた



（参考）保険金支払以外の支援
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２万食を提供!!）



23



24


